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環境」は低下

因となってい
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販売額（小売

器具」（前年

方、「自動車

登録台数（乗

者態度指数（二

、「耐久消

下した。雇用

いるとみられ

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

14

年比、％）

（出所）日本

経済

14

注）消費者態度指

の４つの意識

出所）内閣府「消

最後に記載して

03-6733-1070

売業）は前年

比－3.9％）

車」（同＋5.

乗用車、除く軽

二人以上の世

費財の買い

・所得環境の

れ、目先は弱

15

自動車販売協会

済産業省「商業動

15

消費

指数は、「暮らし

識指標で算出され

消費動向調査」

いますので、ご

E-mail：cho

年比＋1.4％と

や冬物商材

3％）や「医

軽自動車）は

世帯、季節調

時判断」は上

の改善は続い

い動きが続

16

個

会連合会「自動車

動態統計」

16

費者態度指数

し向き」、「収入

れる。

ご参照ください。

osa-report@m

と13ヶ月連続

材の販売が伸

医薬品・化粧

は前年比－5

調整値）は前月

上昇したもの

いているもの

く可能性があ

6

個人消費関連指

新車登

商業販

車国内販売」

6

（二人以上の世

入の増え方」、「

murc.jp 

続で増加した

伸び悩んだ百

粧品」（同＋

5.8％と減少

月差－0.2ポイ

のの、「暮ら

のの、軟調な

ある。 

17

指標

登録台数（乗用車

販売額・小売業（

17

世帯、季節調整

「雇用環境」、「

た。スマート

貨店等の「各

＋4.8％）など

した。 

イントの42.

らし向き」と

な株式相場が

18

車＜除く軽＞）（

（右目盛）

18

整値）

「耐久消費財の買

トフォンの販

各種商品」

どは堅調に増

.7と3ヶ月連

と「収入の増

が消費者マイ

左目盛）

（年、月

（前年比、

（年、

い時判断」

販売が振るわ

（同－2.9％

増加した。な

連続で低下し

増え方」、「

ンドの下押
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3月
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○7～

基

は

投

用に際してのご

問い合わせ）調査

住宅投資

～9月期の住

心に前年比－

てみれば、横

月末）に向け

設備投資

～9月期の設

基調にある。

は前月比＋7.

投資へのニー
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 ～横ばい

住宅投資（実

－0.6％と減少

横ばい圏で推

けて徐々に駆

 ～増加基

設備投資（実

設備投資に

6％と増加し

ーズなどを背

000
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000

500

000

500
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500

14

（出所）内閣府

円、季節調整値）

14

（出所）国土交

年比、％）

新設住宅

（季節調整

（右

最後に記載して

03-6733-1070

い圏で推移し

実質ＧＤＰベー

少した。一方

推移している。

駆け込み需要

基調にある 

実質ＧＤＰベ

に先行する機

した。業種別

背景に、設備

15

府「四半期別Ｇ

機械受注（船

15

分譲(戸建＋ﾏﾝｼｮ

交通省「建築着工

宅着工戸数

整済年率換算）

右目盛）

いますので、ご

E-mail：cho

している 

ース、2次速

方、季節調整

。今後は、消

要が出てくる

ベース、2次速

械受注（船舶

別にみると製

投資は引き続

1

機械

ＤＰ速報」、「

船舶・電力を除

設備投資

16

ｮﾝ) 貸

工統計」

ご参照ください。

osa-report@m

速報）は前期

整済年率換算

消費税率引き

るとみられ、

速報）は前期

舶・電力を

製造業、非製

続き増加基調

6

械受注と設備投

四

「機械受注統計」

く民需）（左目

（実質、右目盛）

住宅着工

貸家 持

murc.jp 

期比＋0.7％と

算値では95.7

き上げに伴う

住宅着工は

期比－2.8％

除く民需）は

製造業（船舶

調で推移する

17

投資

半期平均

」

目盛）

）

17

持家

と増加した。

万戸（前月比

う住宅に関す

持ち直して

と8四半期ぶ

は、9月に大

舶、電力を除

るだろう。 

18

（兆

18

新設住宅着工(左

11月の住宅

比＋0.8％）

する経過措置

いくと見込ま

ぶりに減少し

大きく減少し

除く）とも増

（年、四半期・月

兆円、季節調整

内閣府見通し
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公共投資

～9月期の公

共工事請負額

減少傾向で推
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圏で推移して

込まれる。11
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 ～減少し

公共投資（実

額は、市区町

推移するもの

から、予算の

国際収支 

輸出は、10月

ている。今後

1月の実質輸

圏で推移して

14

（注）国は公団

（出所）内閣府

西日本

年比、％）

14

実質

（出所）日本銀

5年=100、季節調

最後に記載して

03-6733-1070

している 

実質ＧＤＰベ

町村や都道府

の、2018年度

執行に伴っ

～輸出、輸

に大幅に増

、実質輸出は

輸入は、10月

いる。実質輸

15

団・独立行政法人

府「四半期別ＧＤ

本建設業保証「公

実質公

15

質輸出

銀行「実質輸出

調整値）

いますので、ご

E-mail：cho

ベース、2次速

府県で減少し

度補正予算に

て、緩やかに

輸入とも横ば

加した反動

は、世界景気

に大幅に増加

輸入は今後、

16

公共投資

地方（左

人を含む、地方

ＤＰ速報」、北海

公共工事前払金保

公的固定資本形成

（右目盛）

16

輸出数量

出入の動向」、内

ご参照ください。
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速報）は、前

たことから、

には自然災害

に増加する可

ばい圏で推

により前月比

気の回復基調

加した反動

、国内需要の

6

資と公共工事請

左目盛）

は都道府県、市

海道建設業信用

保証統計」

成

6

輸出

内閣府

murc.jp 

前期比－2.0％

、前年比－5

害からの復旧

可能性がある

移している

比－2.9％と

調が維持され

により前月比

の動向を反映

17

請負額

国（左目盛）

市区町村、地方公

用保証、東日本建
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％と5四半期

5.2％と減少

旧・復興や防

る。 
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ものの、均し

背景に緩やか
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別にみると、
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減少した。 

 

15

銀行「実質輸出

調整値）

15

中国 Ｅ

本銀行「実質輸

季節調整値）

いますので、ご

E-mail：cho

米国向けは

3.4％と減少

てみると横ば

16

入の動向」、内

1

地

ＥＵ 米

輸出入の動向」

ご参照ください。
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前月比－3.7

少したものの

ばい圏で推移

6

輸入

内閣府

16

地域別実質輸出

国
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7％と減少し

の、下げ止ま

移している。

17

実

17

出

したものの、

まりの動きが

財別では、

18

質輸入

18

基調として

がみられる。
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輸入数量
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（年、月次）

1
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入

得

支

用に際してのご

問い合わせ）調査

0月の経常収

入とも増加し

得収支の黒字

支の赤字幅は

-2.
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収支（季節調

したものの、

字幅は横ばい

は縮小し、経

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

14

貿易

（注）経常収

（出所）財務

円、季節調整値）

14

円）

（出所）財務省

最後に記載して

03-6733-1070

調整値）は1兆

輸入の増加幅

圏で推移し

経常収支の黒

15

易収支 サ

支＝貿易収支＋

省「国際収支状

）

15

省「国際収支状

いますので、ご

E-mail：cho

兆2113億円と

幅のほうが大

た。11月は貿

字幅は横ばい

ービス収支

＋サービス収支＋

状況」

輸出入

況」

ご参照ください。

osa-report@m

となり、黒字

大きく、赤字

貿易赤字が続

い圏で推移す

16

経常収支

第一次所得収支

＋第一次所得収支

16

（国際収支ベ

murc.jp 

字幅は6ヶ月連

字が続いた。

続くものの、

する可能性が

17

支 第二次

支＋第二次所得

17

ベース）

連続で縮小し

サービス収

その後は原

がある。 

次所得収支

得収支

輸出

した。貿易収

収支は赤字が

原油価格の下

18

経常収支

（年、

18

輸入

（年、月

1

収支は、輸出

が続き、第一

下落により貿

月次）

月次）
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○11

下

合

び

11．

○世

と

義

中

用に際してのご

問い合わせ）調査

物価 ～企

1月の国内企

下落幅の拡大

合」は、携帯

び率が縮小し

世界景気

世界景気は回

と高い伸びと

義の台頭が下

中国経済も6％
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企業物価は

企業物価は、

大が影響した

帯電話の通信

した。原油価

 ～回復力

回復力が弱ま

なったが、

下押し要因と

％台半ばの成

14

（出所）日本銀

年比、％）
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（出所）米商務

前期比年率、％

最後に記載して

03-6733-1070

は上昇、消費

前年比＋2.

。11月の消費

料などが下落

価格の下落に

力が弱まって

っている。

ユーロ圏で

なる懸念は

成長率を維持

15

銀行「企業物価指

11 12

務省、欧州連合

）

いますので、ご

E-mail：cho

費者物価は緩

3％と伸び率

費者物価の

落したことで

より、今後も

ている 

18年7～9月期

は同＋0.6％

あるが、問題

持する中で、

1

国内

消費者物価（

〃 （生鮮食

〃 （生鮮食

国内企業物価

指数」、総務省

13

米国・欧州・

合統計局、中国国

ご参照ください。
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緩やかに上昇

率が縮小した

「生鮮食品を

で、それぞれ

も伸び率の縮

期の実質Ｇ

％に、中国で

題の深刻化

世界景気の

16

内物価動向

（生鮮食品を除く総

食品及びｴﾈﾙｷﾞｰを除

食品を除く総合）

価

「消費者物価指

14

中国の実質Ｇ

国家統計局

murc.jp 

昇 

た。石油・石

を除く総合」

れ前年比＋0

縮小が続く可

ＤＰ成長率は

では前年比＋

が回避されれ

の回復基調は

17

総合）・全国

除く総合）・全国

・東京都区部

指数月報」

15 16

ＧＤＰ成長率

米

ユ

中

石炭製品の上

、「生鮮食

.9％、同＋0

可能性がある

は、米国では

6.5％に鈍化

れば、米欧景

維持されよ

18

国
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米国（左目盛）
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中国（右目盛）
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る。 
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う。 
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（前年比、
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世界の物

世界の消費者

やかに上昇し

影響が波及し

原油 ～横

2月のブレン

アなど非ＯＰ
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価 ～緩や

者物価は、世

している。今

してくること

横ばい後、

ント原油は横

ＰＥＣ産油国

価の大幅下落

れるものの、

4

所）米労働省、

％）
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月中平均

所）ＮＹＭＥＸ、

レル）

月次】

最後に記載して

03-6733-1070

やかに上昇し

世界景気の回復

後は、世界景

から、上昇ペ

下落 

横ばい圏で推

国が日量120万

落や世界景気

世界景気の減

15

欧州連合統計局
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いますので、ご
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している 

復に加え、資

景気の回復ペ

ペースは鈍っ

推移した後、

万バレルの減

減速への懸念

減速懸念は根

米国・欧州

局、中国国家統計
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（3ヶ月）
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前～現況の「方

の現在の「水

3ヶ月後の「方

ークはあくま

ークが変更さ

ふまえて、今

ン】 

簡単なヘッ

掲載されて

変更があっ

れている市場

 

いる経済指標

標を元に現況

われる各種デー

見解に基づき作

定、行為、及び

お願い申し上げ

著作権法に基づ

記してください。

を転載・複製する

いますので、ご

E-mail：cho

景

【今月の景気

方向感」を、

水準」を、①

方向感」を、

で「水準」

れるわけでは

今後景気を判

ドラインを記

いるページ数

た場合に変更

データ（原油

標の半年間の

の判断、今後

ータに基づいて作

作成されたもので

びその結果につ

げます。

づき保護されてい

る際は著作権者

ご参照ください。

osa-report@m

景気予報ガ

気予報】にお

、①改善、②

①晴れ、②曇

、①改善、②

を判断した

はない。 

判断する上で

記載、当月と

数。 

更理由を記載

油・金利・株

の動きを掲載

後の見通しを

作成されていま

であり、当社の

ついて、当社は

います。著作権

者の許諾が必要

murc.jp 

イド

おける各項目

②横ばい、③

曇り、③雨の

②横ばい、③

もので、3ヶ

で注目すべき

と前月のもの

載。 

株価・為替）

載。 

をグラフを用

ますが、当社は

の統一的な見解

一切の責任を

権法の定めに従

要ですので、当

目の現況をも

③悪化の3段

3段階に分類

③悪化の3段

ヶ月前～の矢

きポイント。

のを対比して

については

用いて解説。
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もとに総合的

階に分類。 

類。 

階に分類。 

矢印が①改善

 

て示している

は記載せず。

 

完全性を保証す

はありません。

ご利用にあたっ

際は、必ず出所

ください。

2

的に判断。 

善、③悪化の

る。 

 

するものではあ

っては、お客様ご

所：三菱ＵＦＪリサ

20/20 

場合

ありま

ご自

サー


	1.景気全般
	2.生産
	3.雇用
	4.賃金
	5.個人消費
	6.住宅投資
	7.設備投資
	8.公共投資
	9.輸出入・国際収支
	10.物価
	11.世界景気
	12.世界の物価
	13.原油
	14.国内金利
	15.米国金利
	16.国内株価
	17.米国株価
	18.為替
	19.金融
	景気予報ガイド



